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南町（県民文化会館前）南町（県民文化会館前）

●JR松山駅から
・伊予鉄道市内電車（道後温泉行）で約15分、
  南町・県民文化会館前下車
・伊予鉄道バス（道後温泉駅前行）で約20分

●松山空港から
・伊予鉄道バス（道後温泉駅前行）で約40分
・リムジンバスで約30分

●伊予鉄道市内電車環状線松山市駅から
・道後温泉行で約10分、南町・県民文化会館前下車
・伊予鉄道バス（道後温泉駅前行）で約15分

●松山観光港から
・伊予鉄バス（道後温泉駅前行）で約45分
・リムジンバスで約35分、南町・県民文化会館前で下車
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■愛媛県県民文化会館（ひめぎんホール）
〒790-0843　愛媛県松山市道後町2-5-1　　TEL. 089-923-5111
■愛媛看護研修センター（愛媛県看護協会内）
〒790-0843　愛媛県松山市道後町2-11-14　 TEL. 089-923-1287
■愛媛県身体障害者福祉センター
〒790-0843　愛媛県松山市道後町2-12-11　TEL. 089-924-2101

2014年10月3日（金）・4日（土）・5日（日）

学会場への交通

会　場

会　期

学会会期
2014年10月3・4・5日

学会長に聞く学会長に聞く

薬学関連学会最新トピックス薬学関連学会最新トピックス

を開催するにあたって
第8回日本緩和医療薬学会年会

を開催するにあたって
第8回日本緩和医療薬学会年会

■『学会長に聞く』薬学 07_ 第 8 回日本緩和医療薬学会年会 _ 表 1-4　2014.08.15■『学会長に聞く』薬学 07_ 第 8 回日本緩和医療薬学会年会 _ 表 1-4　2014.08.15



Interview

　緩和医療は、特にがん領域において、手術
や化学療法、放射線療法に次ぐ第4の柱
として重要な位置付けを示しているのは
周知の通りです。ある統計によると、がん
を患う患者さんの6割が痛みと闘って
おり、早期からの緩和医療は患者さんの
QOLはもとより、生存率にも貢献する
との報告もあります。またがんの痛みは、
進行するほどに非ステロイド系抗炎症薬
（NSA IDs）では効果が薄く、医療用
麻薬、つまりオピオイドのWHOの三段階
除痛ラダーに基づく使用が必須です。
ところが、患者さんはもとより医療者の
なかにも、いまだにオピオイドの使用
について否定的なスタンスを持っている
人が少なからずおり、わが国のオピオイド
の使用量は、欧米に比べて極端に少ない
という現状があります。
　日本緩和医療薬学会は、「日本に
おいて益々高まる緩和医療の重要性を
鑑み、保険薬局薬剤師、病院薬剤師、
薬学研究者の連携強化を図り、緩和
医療における薬物療法の推進と充実、
さらに大学での教育研究と企業での
開発・学術研究の進歩発展」を目的に
2007年に発足いたしました。しかし
ながら専門性が高く、また需要も大きい
ことから、年々、年会の参加人数は増えて
います。
　今回のテーマ「輪（つながり）～いま、
緩和医療にできること～」は、まさに
現代の緩和医療では病院薬剤師や
保険薬局の薬剤師、企業や大学などに
所属する研究者の連携が不可欠という
思いから考えました。研究者は、ぜひ

　第8回日本緩和医療薬学会年会が10月3日～5日の3日間にわたり、愛媛県
県民文化会館（ひめぎんホール）、愛媛看護研修センター、愛媛県身体障害者
福祉センターの3会場で開催される。本年会のテーマは「輪（つながり）
～いま、緩和医療にできること～」。患者の苦痛をとる緩和医療に注目が
集まるなか、薬剤師の役割も増してきている。同年会のメインテーマの意図、
プログラムの見どころ・聞きどころについて、愛媛大学医学部附属病院教授・
薬剤部長の荒木博陽先生に伺った。

荒木 博陽　先生

第8回日本緩和医療薬学会年会会長
愛媛大学医学部附属病院教授・薬剤部長

臨床の現場に身を置く薬剤師から今の
投薬のニーズ、患者が「何に苦痛を感じて
いるか」や「投薬の何に困っているか」
を聞き取り、今後の創薬の参考にして
いただきたいですし、現場の薬剤師も、
緩和医療をスムーズに進めるために
何が必要か、他の医療機関の取り組み
などを知り、自身の病院に持ち帰って
もらいたい。本年会が単なる交流で終わる
ことなく、次のステップに上がるきっかけ
となることを期待しております。

　日本緩和医療薬学会の第1回年会は
「痛み」そのものがメインテーマで、基礎
と臨床の両面から議論を交わしました。
その後、会を重ねるごとにがんに対する
緩和医療の割合が大きくなり、昨今の
年会では多くががんの痛み対策、支持
療法に割かれています。国が推し進める
「がん対策基本法」でも、「疼痛等の
緩和を目的とする医療が早期から適切に
行われる」ことが条文化されています。
診療報酬の面でも2002年には緩和ケア
に対し診療加算が新設されましたが、
20 08年の改定では医師、看護師に
加えて専任の薬剤師の配置が算定要件
に追加されています。こうした流れもあり、
日本病院薬剤師会や日本医療薬学会
ではがん領域に強い薬剤師を育てる
べく、専門薬剤師制度や認定薬剤師
制度を設けています。
　本年会では、私自身が基礎の出身だった
こともあり、基礎と臨床のバランスを考えた
プログラム構成に務めました。会長講演と、
特別講演が 2題、特別企画が1題、
シンポジウムが23題のプログラム構成と

なります。ワークショップ、ランチョンセミナー、
坊ちゃんセミナー（モーニングセミナー）
もございます。
　会長講演では、副作用（主に抗がん剤、
および放射線療法による口内炎）問題
への対策と、外来化学療法で必要と
される薬薬連携の2本立てで講演いた
します。前者は主にハムスターモデルを
用いた実験結果について、後者では当院
の薬剤部と保険薬局で行われている
外来化学療法の連携を、具体例を交えた
ものとなります。
　特別講演1は九州大学大学院薬学
研究院の井上和秀先生に依頼いたし
ました。井上先生はATP受容体の痛み
への関与を神経薬理学的に研究されて
おられる先生です。痛みの作用機序の
一端を知るいい機会になると、私自身
も楽しみにしております。特別講演2では
国立がん研究センターの牛島俊和先生
にご登壇いただく予定です。牛島先生
はがんのエピゲノムを追求されておられる
先生で、がんと遺伝というきわめて関心
の高いテーマでお話しいただけると
思います。特別企画では、NPO法人愛媛
がんサポートおれんじの会理事長で、
キャンサーサバイバーの松本陽子さんに
「がん患者が語る『痛み』」というタイトル
で講演いただきます。
　シンポジウムでは、基礎の分野で痛み
の発現と増悪、がん悪液質、オピオイド系
の合成鎮痛薬など、臨床の分野では、
抗がん剤の副作用対策や支持療法、
多職種のアプローチや薬薬連携、医療用
麻薬の安全な臨床活用、海外の緩和
医療の取り組みといったものを取り
上げます。ほかにも、緩和薬物療法
認定薬剤師関連、診療報酬改定など

多角的なシンポジウムや、厚生労働省
職員による講演も用意しております。
年会の2日目、3日目はかなり過密な
スケジュールとなることが予想されます
ので、事前にしっかりチェックなさって
いただければと存じます。
　一般演題は今回、口頭発表が87題、
ポスター発表が232題となります。
ポスター発表は昨年より10 0 題も
増え、急遽会場を広くしました。われわれ
も驚くとともに、緩和医療はそれだけ
多くの薬剤師が興味を持つ領域である
ことを再認識いたしました。口頭発表と
ポスター発表については、それぞれ
3演題ずつを優秀作品として表彰いた
します。対象となる発表は事前にエントリー
されたもので、年会2日目に発表を

実施し、最終日に結果を公表し、表彰
いたします。

　今回も2日目の夜に懇親会を予定
しています。場所は年会の会場から
電車で4駅離れたところにある全日空
ホテルにしました。昨年、松山では
「日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院
薬剤師会 中国四国支部学術大会」を
開催しましたが、その際に好評だった
催しなどを含め、実施する予定です。
その1つが「正調野球拳」です。松山の
野球拳は、三味線と太鼓を伴奏に合わせて
歌い踊り、じゃんけんで勝敗を決定
する郷土芸能です。誰もが楽しめる

催しですので、どんどん参加して楽しんで
いただければ幸いです。また、愛媛県
のマスコットキャラクター「みきゃん」も
参加予定です。
　食事は松山の地産地消をモットーに
ご用意する予定です。鯛を炊き込むの
ではなく新鮮な刺身を熱々のご飯の上に
載せていただくという、地元の人間が
「ひゅうが飯」と呼んでいるものです。
鯛飯のほかにも、海の幸や山の幸を
ふんだんに使った料理、そして地酒で
おもてなしさせていただきます。
　10月爽やかな秋空のもと、記憶に
残る3日間を過ごしていただけるよう、
運営者一同尽力して参ります。皆さまの
ご参加を心よりお待ち申し上げて
おります。

学会内容

Ⅳ．シンポジウム

　…荒木 博陽（愛媛大学医学部附属病院教授、薬剤部長）

Ⅰ．会長講演

Ⅴ．ワークショップ

Ⅵ．一般演題（口頭87題・ポスター232題）

Ⅶ．ランチョンセミナー（11題）

Ⅷ．坊ちゃんセミナー（2題）

－参加型WS－
「緩和医療に求められる薬物療法の介入と副作用対策
̶はじめの一歩」
学術論文に投稿しよう！
－知っとくと得する投稿から受理までの道標－

1．

2．

がん哲学外来・対話カフェの使命
～がんと共に生きる勇気に寄り添う～
抗がん剤の副作用対策
次世代型“包括的緩和医療”に向けて
痛みの発現と憎悪化のマルチアングルな捉え方
入院麻薬自己管理の現状と将来に向けて
～問題点とROO（rapid onset opioid）の適正使用を考える～
MDアンダーソンがんセンターで学んだチーム医療の展望
～自施設のチーム医療は進んだか～
緩和ケア教育における多職種連携教育（IPE）の現状と将来展望
外来緩和医療をもっと身近に
－全人的苦痛の中の精神的苦痛を中心に・
　メディカルスタッフの役割－
働く世代のがん治療と
日常生活の両立を支援するための薬学的アプローチを考える
フェンタニル速効製剤の安全な臨床活用に向けて
研究推進委員会企画：次世代型包括的緩和医療における
薬剤師に必要な「科学知識」の整理と臨床研究に臨む“頭”の作り方
メサドンの基礎から臨床まで
がん・緩和ケア領域における薬薬（学）連携の輪（つながり）
－いまとこれから－

1．

2．
3．
4．
5．

6．

7．
8．

9．

10．
11．

12．
13．

難治性の痛みに対する多職種アプローチ
緩和ケアにおける代替医療への期待
緩和薬物療法認定薬剤師の取得と更新に向けて
－症例報告書の書き方と薬学的管理の実際－
Palliative careからsupportive oncologyへ
どこにいても切れ目のない医療のために，
どうつなぎ，どうつながれるか？
緩和ケア普及啓発事業のエッセンス
～緩和医療の臨床Q＆A～（緩和医療学会との合同シンポジウム）
診療報酬改定から見えた在宅医療の今後
～健康保険・介護保険対策委員会企画～
がん性悪液質の最前線～基礎から臨床をつなぐ～
がん治療における処方連携の問題点と進展に向けて
－がん診療連携拠点病院、患者、三者の連携－
在宅医療推進に向けた課題～医療用麻薬を患者さんの為に～

14．
15．
16．

17．
18．

19．

20．

21．
22．

23．

1．神経障害性疼痛におけるグリアの役割 
　…井上 和秀（九州大学大学院薬学研究院教授）

2．拡がるエピジェネティック疾患
　…牛島 俊和（国立がん研究センター上席副所長）

Ⅱ．特別講演

がん患者が語る『痛み』
　…松本 陽子（愛媛がんサポートおれんじの会理事長）

Ⅲ．特別企画

メインテーマの意図

見どころ・聞きどころ

開催地・松山について

■『学会長に聞く』薬学 07_ 第 8 回日本緩和医療薬学会年会 _ 中面　2014.08.15■『学会長に聞く』薬学 07_ 第 8 回日本緩和医療薬学会年会 _ 中面　2014.08.15

24．学術論文に投稿しよう！

３

田中 亮裕

田中 亮裕
一般演題・共催セミナー




